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日時 2022年10月９日（日）10：00～
場所 ホテル テラス ザ ガーデン水戸（水戸市）
内容 講演「自治労とは」ほか
 レクリエーション・昼食交流

 採用からおおむね３年以内の組合員対象 
2022新入組合員労働学校

　
９
月
８
～
　
日
、
第
　
回

11

32

全
日
本
自
治
体
職
員
等
野
球

選
手
権
大
会
全
国
優
勝
大
会

が
新
潟
県
新
潟
市
・
阿
賀
野

市
・
聖
籠
町
で
開
か
れ
ま
し

た
。
大
会
に
は
全
国
か
ら
　22

チ
ー
ム
が
出
場
。
今
年
６
月

の
県
大
会
で
優
勝
し
８
月
の

関
東
甲
地
区
大
会
３
位
と
勝

ち
進
ん
だ
日
立
市
職
は
、
健

闘
の
末
、
３
位
と
な
り
ま
し

た
。
　
日
立
市
職
は
、
１
回
戦
を

広
島
県
福
山
市
職
労
連
合
と

対
戦
し
３
対
２
と
接
戦
を
制

し
、
２
回
戦
は
青
森
県
職
労

に
７
回
コ
ー
ル
ド
で
９
対
２

全国大会で熱戦を繰り広げた日立市職

と
快
勝
。

　
大
分
県
別
府
市
職
労
と
対

戦
し
た
準
決
勝
で
は
、
先
制

し
た
も
の
の
序
盤
の
エ
ラ
ー

に
よ
る
失
点
が
響
き
３
対
５

で
敗
れ
ま
し
た
。

　
別
府
市
職
労
は
決
勝
で
北

海
道
北
広
島
市
職
労
と
対

戦
。
５
対
３
で
勝
利
し
、
全

国
大
会
初
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

臨
時
職
員
評
議
会
が
定
期
総
会

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

　
県
本
部
臨
時
職
員
評
議
会

は
、
９
月
２
日
に
第
３
回
定

期
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
は
じ
め
に
野
木

議
長
（
水
戸
市
会
計
年
度
任

用
職
員
組
合
）
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
事
務
局
長
の
谷
田

部
県
本
部
組
織
部
長
が
　
月
10

１
日
か
ら
適
用
と
な
る
「
非

常
勤
職
員
の
地
方
公
務
員
共

済
短
期
給
付
・
福
祉
事
業
の

適
用
」
に
つ
い
て
提
起
し
ま

し
た
。

　
民
間
企
業
に
お
け
る
被
用

者
保
険
（
厚
生
年
金
保
険
・

健
康
保
険
）
の
適
用
拡
大
の

状
況
を
踏
ま
え
、
地
方
公
務

員
共
済
組
合
制
度
に
お
い
て

も
短
時
間
労
働
者
へ
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

適
用
開
始
と
な
る
制
度
は
主

に
短
期
給
付
・
福
祉
事
業

で
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
健

康
保
険
が
共
済
組
合
に
変
更

と
な
り
ま
す
。
臨
時
非
常
勤

等
職
員
が
組
織
さ
れ
て
い
る

労
働
組
合
で
は
、
こ
の
制
度

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
共
済

組
合
担
当
者
か
ら
当
事
者
に

対
し
制
度
に
つ
い
て
説
明
が

第
　
回
自
治
体
職
員
等
野
球
大
会

32

日
立
市
職
健
闘
し
全
国
３
位

改
善
に
む
け
仲
間
づ
く
り

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
提
起
後
、
参
加
単
組
か
ら

は
交
渉
時
な
ど
に
当
局
か
ら

の
説
明
や
確
認
が
さ
れ
た
状

況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
１
年
間
の
取

り
組
み
の
経
過
と
今
後
の
闘

争
方
針
、
執
行
体
制
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
労

働
条
件
は
、
勤
勉
手
当
の
不

支
給
な
ど
改
善
が
必
要
な
多

く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
要

求
課
題
の
実
現
の
た
め
に

は
、
ま
ず
組
織
の
拡
大
、
仲

間
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

臨時職員評議会執行体制
県職連合大越　正章議　　長

水戸市会計年度任用職員組合中島　映子副 議 長

県本部組織部長谷田部恵太事務局長

水戸市会計年度任用職員組合樫村友理映幹　　事

県職連合山口　弘子幹　　事

鹿嶋市職嘱託職員対策部浦田　広行

牛久市職臨時非常勤等評議会大野　温子

牛久市職臨時非常勤等評議会竹上　範子

日立市職菊池　弘史

日立市職鈴木　智子

地公労学習会
今後給与制度が課題

き
上
げ
と
　
歳
台
半
ば
ま
で

30

の
俸
給
表
改
定
、
一
時
金

０
・
　
月
分
の
引
き
上
げ
に

10

よ
り
４
・
　
月
分
と
３
年
ぶ

40

り
の
支
給
月
数
増
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
中
央
で
の
交
渉
経

過
を
踏
ま
え
説
明
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
人
材
確
保
の
観

点
に
基
づ
く
給
与
水
準
、
　65

歳
定
年
を
見
据
え
た
高
齢
層

給
与
水
準
、
２
０
２
４
年
見

直
し
予
定
の
地
域
手
当
、
能

力
・
実
績
の
給
与
反
映
、
諸

手
当
の
見
直
し
な
ど
、
給
与

制
度
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
む

け
一
体
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　
茨
城
県
地
方
公
務
員
労
働

組
合
共
闘
会
議（
地
公
労
）は

９
月
６
日
、
茨
城
教
育
会
館

で
学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は「
２
０
２
２
人
事

院
勧
告
の
内
容
と
課
題
」。

公
務
労
協（
公
務
公
共
サ
ー

ビ
ス
労
働
組
合
協
議
会
）の

森
永
事
務
局
長
を
講
師
に
迎

え
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　
森
永
さ
ん
は
、
今
年
の
民

間
給
与
と
の
比
較
で
月
例
給

が
較
差
９
２
１
円
（
０
・
　23

％
）、
ボ
ー
ナ
ス
４
・
　
月
41

と
の
結
果
か
ら
今
年
の
勧
告

は
初
任
給
３
千
円（
大
卒
程

度
）、
４
千
円（
高
卒
者
）引
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活
動
の
大
切
さ
学
ぶ

青
年
女
性
労
働
学
校
（
後
期
）

金
」
と
題
し
て
講
演
。
人
事

院
勧
告
の
仕
組
み
と
今
年
度

の
勧
告
概
要
、
そ
し
て
私
た

ち
の
賃
金
が
ど
の
よ
う
に
決

定
し
て
い
く
の
か
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

　　
次
に
、「
組
合
活
動
か
ら

見
え
た
も
の
」を
テ
ー
マ

に
、
県
本
部
前
青
年
部
長
の

河
野
光
由
さ
ん（
那
珂
市
職
）

と
前
女
性
部
長
の
鈴
木
絵
梨

奈
さ
ん（
鉾
田
市
職
）が
講
演

し
ま
し
た
。

　
河
野
さ
ん
は
、
組
合
活
動

を
通
し
て
職
場
を
越
え
た
新

し
い
人
と
の
つ
な
が
り
、
ほ

か
の
自
治
体
で
働
く
仲
間
と

情
報
共
有
す
る
こ
と
で
関
心

を
持
ち
、
新
た
な
気
づ
き
が

生
ま
れ
る
。
ま
た
、
現
在
の

休
暇
制
度
や
給
与
の
改
善
は

組
合
が
勝
ち
取
っ
て
き
た
成

果
で
あ
る
と
し
、
多
く
の
人

の
組
合
へ
の
結
集
と
活
動
の

大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
か
ら
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
も
で
き
る
こ
と
を
工

夫
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
女

性
部
の
活
動
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
は
、
生
理
休
暇
の
取
り
に

く
い
職
場
環
境
や
マ
タ
ハ
ラ

の
実
態
な
ど
が
見
え
て
く

る
。
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
学
級
な

ど
単
組
を
越
え
た
仲
間
と
の

交
流
は
、
多
種
多
様
な
取
り

組
み
の
報
告
や
意
見
を
聞
く

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機

会
。
単
組
活
動
を
充
実
さ
せ

る
た
め
に
も
交
流
は
肝
心
で

あ
る
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
参
加
者
は
分
散

会
を
行
い
、
職
場
の
人
員
不

足
に
よ
る
時
間
外
の
増
加
、

不
払
い
残
業
、
人
事
評
価
制

度
の
課
題
な
ど
職
場
実
態
や

課
題
を
共
有
し
な
が
ら
交
流

し
ま
し
た
。

　
最
後
に
小
松
青
年
部
長

が
、
講
演
や
分
散
会
で
出
た

課
題
を
自
分
が
ど
う
感
じ

て
、
今
後
職
場
で
ど
の
よ
う

な
行
動
を
と
っ
て
い
く
か
が

大
切
で
あ
る
と
集
約
し
、
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
本
部
青
年
部
・
女
性
部

は
９
月
　
日
、
自
治
労
会
館

11

で
第
　
期
青
年
女
性
労
働
学

39

校（
後
期
）を
開
き
ま
し
た
。

　
単
組
　
人
が
参
加
し
、
講

11

40

演
に
よ
る
学
習
と
と
も
に
分

散
会
で
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
　
主
催
者
を
代
表
し
て
鈴
木

女
性
部
長
は
、
今
日
の
参
加

に
よ
り
、
交
流
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
職
場
実
態
を
知
り
、
自

分
の
職
場
課
題
を
見
つ
け
て

ほ
し
い
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
　
県
本
部
生
井
澤
書
記
長
か

ら
は
、
今
年
８
月
に
出
さ
れ

た
人
事
院
勧
告
は
月
例
給
引

き
上
げ
改
定
が
若
年
層
を
中

心
に
行
わ
れ
た
と
し
て
、
例

年
よ
り
深
く
関
係
す
る
勧
告

内
容
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も

に
、
身
近
な
仲
間
か
ら
の
講

演
を
聞
い
て
職
場
で
活
か
し

て
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　
講
演
は
テ
ー
マ
を
二
つ
に

分
け
、
は
じ
め
に
県
本
部
の

柳
生
書
記
次
長
が
「
人
事
院

勧
告
と
わ
た
し
た
ち
の
賃

講演する（上から）柳生書記次長、
鈴木前女性部長、河野前青年部長

組合に結集し、交流を

後半、参加者はグループに分かれてそれぞれの職場実態などを議論

前
部
長
か
ら
の

　
　
 講
演
を
聞
く

はははははははははははははははははははははははははははははは
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
らららららららららららららららららららららららららららららら
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
もももももももももももももももももももももももももももももも
のののののののののののののののののののののののののののののの

は
た
ら
く
も
の
ののののののののののののののののののののののののののののののの

音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音
楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
音
楽
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭
がががががががががががががががががががががががががががががが
閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉
が
閉
幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕

第53回
　
９
月
３
日
～
４
日
、
水
戸
市
の
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・

シ
テ
ィ
会
館
小
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
第
　
回
は
た

53

ら
く
も
の
の
音
楽
祭
（
主
催
：
日
本
音
楽
協
議
会
）

が
無
事
閉
幕
し
、
２
日
間
で
約
３
０
０
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
自
治
労
茨
城
県
本
部
は
じ
め

連
合
茨
城
を
中
心
と
す
る
労
働
組
合
と
日
本
音
楽

協
会
茨
城
県
支
部
が
茨
城
県
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
当
日
ま
で
の
準
備
や
会
場
設
置
な
ど
運
営

に
携
り
ま
し
た
。

　
音
楽
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
、
内
山
連
合
茨
城

会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
芳
野

連
合
会
長
、
立
憲
民
主
党
の
泉
代
表
な
ど
か
ら
も

祝
電
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
は
、
無

辜
の
市
民
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
平
和
が
危
ぶ
ま
れ
る
時
こ
そ
、
働
く
者
が
平
和

を
歌
い
危
機
的
状
況
を
切
り
開
き
、
労
働
運
動
の

前
進
を
誓
お
う
と
音
楽
祭
に
は
全
国
か
ら
　
以
上

20

の
グ
ル
ー
プ
が
結
集
。
労
働
環
境
の
改
善
や
戦
争

反
対
、
人
権
問
題
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た

歌
や
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
自
治
労
茨
城
県
本
部
は
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

も
参
加
し
、
県
本
部
青
年
部
副
部
長
の
髙
野
和
寿

さ
ん
（
国
保
労
組
）、
同
じ
く
副
部
長
の
那
須
照
幸

さ
ん
（
鉾
田
市
職
）
が
司
会
と
し
て
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

司会の那須さん（鉾田市職）（左）

司会の髙野さん（国保労組）（右）

演奏する日本音楽協会茨城県支部のメンバー 全国から集まった音楽祭

は
た
ら
く
も
の

は
た
ら
く
も
の
のの

音
楽
祭

音
楽
祭
がが
閉
幕
閉
幕

域 育違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違


